
要約

看 護 師 に よ る高齢 者 の 死 の予 見

一特別養護老人ホームに勤務する看護師が高齢者の死の約1か 月前に死を察知した症状や変化一

目的:本 研究では、研究1と して、看護師における 「死の予見」の概念の構成要素を明 ら

か し定義す ること、研究2と して、特別養護老人 ホームに勤務す る看護師(以 下特養看護師)

による高齢者の 「死の予見」 に関す る理解 を深 め、示唆を得 ることを 目的 とした。

方法:本 研究は質的記述的研究デザイ ンを用いた。研究1は 、看護師における 「死の予見」

の概念 について、WalkerandAvant(1995,2000,2008)の 概念分析 の手法を用い、対象 とな

った34文 献を質的に分析 した。研究2は 、関東および東海地方の特養15施 設20名 の特養

看護 師に半構造的面接法を用いてインタビューを行い、同意 が得 られた施設では参加観察

を行 った。得 られたデータはMiles,Huberman,andSaldafia(2014)の 分析方法を参考に分

析 した。本研 究は、首都大学東京荒川 キャンパ ス研究安全倫 理委員会 の承認(承 認番号

14088)を 得て行われた。

結果 と考察:研 究1で は、対象 となった34文 献を分析 した結果、看護師における 「死の予

見」概念は 【身体的症状 の変化で死 を察知す る】、【精神心理的な変化で死 を察知す る】、【看

護師の観察によ り死 を察知す る】、【死の時期を判断す る】の4つ の属性か ら構成 されてい

ることが明 らか となった。また、先行要件 として 【疾患の特性】、【個人の特徴 】、【社会的

背景】な ど5カ テ ゴリーが、帰結 として 【看取 り体制へ と導き、看取 りの場所決定を促進

す る】な ど4カ テ ゴリーが明 らかになった。看護師における 「死の予見」は、「患者 の身体

的症状 の変化や精神心理的な変化 を観察 して死を察知 し、死の時期 を判断す ること」 と定

義 された。概念分析の結果、看護師は対象者の身体的症状や精神心理的変化 を観察す るこ

とで対象者の死 とその時期を判断 していることが示唆 された。

研究2で インタビュー を行 った特養看護師20名 は、女性19名 、男性1名 であった。年

齢は40歳 代3名 、50歳 代10名 、60歳 代7名 であった。看護師暦は7～32年 で、施設 で

看取った人数は3～330人 であった。研究参加者全員が約1かA前 に、高齢者の死を予見 し

た経験 を持っていた。約1かA前 に特養看護師が高齢者 の死を察知 した症状や変化 として

は、【高齢者 が訴 える死の恐怖 】、【意欲 の減弱】、【眼の変化】、【形相の変化 】、【声の変容 】、

【他覚症状の出現】、【活動性 の低下】、【食事摂取機能の低下】、【体重減少 】の9カ テゴリ

ーが抽 出された。本研 究では先行研究 に加 えて、新たに 【高齢者が訴 える死の恐怖 】、【眼

の変化】、【形相の変化】、【声 の変容】、【他覚症状の出現】とい う5つ の症状や変化が示唆

された。また、この9カ テ ゴリーの症状や変化 は、 さらに上位の概念である主要カテゴリ

ー として 『精神心理面の変化』 と 『身体機能面の変化』 に大別 された。特養看護師はひ と

つひ とつの症状や変化を観察 してい るのではな く、全体像 を把握 しつつ、その うちの際立

った症状や変化 を観察 していることが示唆 された。

約1かA前 に特養看護師が高齢者の死を察知 した症状や変化の分析過程 において、特養



看護 師は高齢者の症状や変化で死 を察知 した後、特養看護師 自ら看取 りに向けた体制への

整備 に繋げるために行動 を起 こしていることが浮かび上がった。その行動 として、 〔家族に

看取 りについて説 明す る〕、 〔医師に看取 りの説明を家族 にす るよ う依頼す る〕、 〔医師に往

診依頼する〕、〔看護師問、他職種間で情報共有〕、〔高齢者の症状 を注視す る〕の5つ が抽

出された。そ して この行動を起 こす動機(Motives)と なった高齢者 の症状や変化 または高齢

者の死の予見について看護師問での共通理解があることが示唆 された。 これ らは特養 での

看取 りに向けた体制への整備 に繋が る一歩であると考え られ る。

インタビュー を行 った15施 設の うち参加観察を行 った施設は11施 設であった。高齢者

の部屋 に訪室 した際、特養看護師 と共 に高齢者 を観察 し、症状や変化 を確認 した。また、

特養看護師が死の時期を予見 した高齢者について、その高齢者が参加観 察後 にどのよ うな

経過 をた どったかを確認 した。11施 設の うち、確認が取れた施設は7施 設 であった。その

中で看護師が明確 に予見時期 を示 した高齢者は8名 お り、予見による死亡時期 と実際の死

亡時期がほぼ一致 した高齢者が5名 いた。特養看護 師が死 を予見 し、その死の予見が概ね

妥 当であることが示唆 された。

高齢者の死 を察知 した症状や変化 の分析過程において、死を察知す る症状や変化はもち

ろんであるが、その根底 にある看護 師の心構 えや行動力が浮かび上がった。そのため、看

護師の語 りの中か ら高齢者の死の予見を可能 にさせた特養看護師の心構 えや行動力 を抽 出

した。その結果、【特養で看取るとい う心構 え】、【看護師主導で看取るとい う自覚 と行動力】、

【看 取 りを特別視 しないこと】、【入居者(高 齢者)を 尊ぶ気持ち】、【施設で穏やかに死を迎

えて もらいたい願望】 とい う5つ のカテゴ リーが抽出 された。 これ らの5つ のカテゴ リー

が特養看護 師に備 わっていることで、高齢者の死の予見を可能 に してい ることが示唆 され

た。

結論:本 研究で特養看護師が約1か.月 前に高齢者の死を察知す る9カ テゴ リーの症状や変

化が明らか とな り、よ り具体性があるもの となった。 これ らの9つ のカテ ゴリーを注意深

く観察することにより、経験 の浅い看護師で も高齢者の死 を予見できる可能性 がある。 そ

して、高齢者 の症状や変化で死を察知 した後、特養看護師 自ら看取 りに向けた行動へ と繋

げることによ り、特養 で適切な時期に看取 りを行 う体制が整 うと考え られ る。また、5つ の

特養看護師の心構 えや行動力が、死の予見を可能に してい ることが示唆 された。本研究の

結果から、約1かA前 に特養看護 師が高齢者の死 を察知 した症状や変化 を見逃 さず、看取

りに繋げ、高齢者 が穏やかに死を迎え られ るための看護実践お よび看護教育のあ り方が示

唆 された。


